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  コロナ災害を乗り越える 

 いのちとくらしを守る 
 

２．２０なんでも電話相談会 
 

今回は３０代～７０代まで幅広い年齢から相談が寄

せられました。●「非正規で働いていた会社が倒産。

どんな支援が受けられるのか」(６０代男性) ●コロ

ナで派遣切り。息子も転職したばかりで余裕なし。生

活保護を利用できるか? (40 代女性) ●理容業コロ

ナで仕事激減。アルバイトしたい。貸付制度はない

か?(６０代女性) ●一昨年１５号台風で店が全壊。自

宅も一部損壊で生活できない。(７０代女性)●脱サラ

して開業を予定していたがコロナで困難に。利用でき

る制度はないか・・・等々です。 

コロナ禍ばかりでなく、一昨年の台風被害による経

済的困窮、さらに健康不安など精神面にも深刻な影響

が広がっていることが明らかになりました。 

新型コロナウイルスの影響が広がる中、「コロナ災

害を乗り越えるいのちとくらしを守るなんでも相談

会」実行委員会による無料・全国いっせい電話相談会

が２月２０日（土）１０時～２２時まで行われました。 

１３時のNHK.ニュースで報道されると千葉会場

(１２時～１９時)の４台の電話が一斉に鳴り、終了ま

でに２０件（内県外４件）の相談が寄せられました。 

 

千葉会場 

２０件 

県憲法共同センター・消費税廃止連絡会・社保協 

消費税引き下げ  軍事費削って 
コロナ対策にまわして !! 

 

２月２４日(水)昼休み、JR千葉駅東口で８団

体１３人の参加で定例宣伝を行いました。 

「消費税は社会保障のためと言いながら、医療・

介護の負担は増え、給付は減らされるばかり」

「病院のベッドは減らし、年金や生活保護費は削

減。消費税は、いったいどこに行ってしまった

の ?」「コロナ禍で日本の社会保障の脆弱さが明

らかに」「軍事費や不要不急の公共工事を減らせ

ば、コロナ対策の予算は確保できます」などと訴

えました。 

「７５歳以上の医療費窓口負担を2倍にする

なんて！」と怒り心頭の女性（90歳）は「娘か

ら外で住所や名前を書いてはダメと言われてい

る」と言いながら「近所の友達にも話すから」と

署名用紙を持ち帰りました。 

 

 

 

 

いのちとくらしを守るなんでも相談会 
 

解雇や賃金不払い、パワハラなどの労働相談 

生活相談・多重債務・法律相談・・・・・ 

 ～各分野の専門家が対応します～ 

 

日時 ３月２７日(土)１３時―１６時 
●JR千葉駅東口にて案内 

 相談会場:千葉市民会館 会議室 

 

＝主催＝ 
いのちとくらしを守るなんでも相談会実行委員会ちば 

  

弁護士、ソーシャルワーカー、 

ちば労連労働相談員など１１人が相談に対応。 
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